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Luca Pacioli — The Father of Accounting

パチョーリと複式簿記の体系化近代会計の
誕生

1494年、修道士ルカ・パチョーリは『算術大全』で複式簿記を体系化した。借方と貸方の均衡とい

う原理が、企業の透明性と近代資本主義の土台を築いた。
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WHAT HAPPENED

何が起きたか

1494年、イタリアの数学者にしてフランシスコ会修道士であるルカ・パチョーリは、ヴェネツィア

で『算術・幾何・比及び比例についての大全（Summa de Arithmetica, Geometria, Proportioni

et Proportionalita）』を出版した。

全600ページを超えるこの百科全書的著作のうち、わずか27ページの章「計算と記録に関する詳論

（Particularis de Computis et Scripturis）」が、人類の経済活動を根底から変えることになる。

パチョーリはこの章で、ヴェネツィア商人たちが実践していた複式簿記の手法を、初めて体系的に

記述し印刷物として世に広めた。すべての取引を「借方（dare）」と「貸方（avere）」の両面か

ら記録し、両者が常に一致することを原則とする方法だ。

パチョーリ自身が簿記を発明したわけではない。しかし、グーテンベルクの活版印刷術によって広

まったこの書物が、一部の商人の暗黙知を、誰もが学べる普遍的な技術に変えた。

WHY IT HAPPENED

なぜ起きたか

15世紀のイタリアは、地中海貿易の黄金期にあった。ヴェネツィア、ジェノヴァ、フィレンツェの

商人たちは、東方貿易で莫大な富を築いていた。

しかし、取引の複雑化は深刻な問題を生んでいた。複数の通貨、遠隔地との掛取引、パートナーシ

ップによる共同出資。単式簿記では、事業の全体像を把握することが困難になっていた。

— 商人は複数の事業を同時に運営し、利益と損失の正確な把握が必要だった

— 出資者への説明責任が求められ、客観的な記録が不可欠だった

— ルネサンスの知的風土が、実務知識の体系化と普及を後押しした

パチョーリはレオナルド・ダ・ヴィンチの親友であり数学の教師でもあった。芸術と科学が交差す

るルネサンスの精神が、商業の実務を「学問」に昇華させたのだ。

WHAT CHANGED

何が変わったか

複式簿記の体系化は、「信頼」の構造を根本から変えた。
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それまで、商人の帳簿は私的なメモにすぎなかった。複式簿記の導入により、帳簿は「自己検証機

能を持つ記録」に変わった。借方と貸方が一致しなければ、どこかに誤りか不正がある。この自動

的なチェック機構が、商取引に客観性をもたらした。

パチョーリが記述した三つの帳簿 --

覚書帳（Memoriale）、仕訳帳（Giornale）、元帳（Quaderno）--

の体系は、現代の会計システムの直接の祖先である。

パチョーリは記した。「夜、安心して眠りたければ、その日の取引がすべて記帳されているか確認

せよ」。簿記は商人の精神安定剤であり、同時に不正の抑止力だった。

複式簿記はやがてイタリアからヨーロッパ全土に広がり、オランダ東インド会社の株主報告、イギ

リスの産業革命期の工場経営、そして現代の国際会計基準（IFRS）へと連なる。企業が株主に財務

状況を開示する「透明性」の原点は、パチョーリの27ページにある。

LEGACY

今に残っているもの

パチョーリの複式簿記から530年。その原理は一切変わっていない。

— 世界中のすべての企業が、借方と貸方の均衡に基づいて財務諸表を作成している

— 貸借対照表（バランスシート）の「バランス」は、複式簿記の均衡原理そのものだ

— 監査法人による外部監査は、帳簿の自己検証機能を第三者が検証する仕組みである

— ERPシステムやクラウド会計ソフトも、根幹のロジックはパチョーリの三帳簿と同じだ

ゲーテは複式簿記を「人類の精神がうみだした最も美しい発明の一つ」と呼んだ。ヴェルナー・ゾ

ンバルトは「複式簿記なくして資本主義なし」と断じた。商業を数字で語る技術は、近代世界を動

かすインフラそのものとなった。

FOR INVESTORS

投資家にとっての意味

— 財務諸表が読めることは、投資の最も基本的なリテラシーである。その原理は500年前から変わって

いない

— 複式簿記の「借方＝貸方」は、企業の資産・負債・資本の関係を理解する出発点だ



投資と思考の書斎 — 金融史の書庫

4

投資Library | https://anni-memo.github.io/investment-library/

— 会計の透明性は、株式市場の信頼基盤である。粉飾決算が発覚するたびに株価が暴落するのは、この

信頼が裏切られるからだ

— パチョーリが体系化した「すべての取引を二面から記録する」という思想は、リスク管理の原点でも

ある。一方だけを見て判断する危うさを、会計は構造的に防いでいる

KEY TERMS

関連用語

複式簿記（double-entry bookkeeping）

すべての取引を借方と貸方の両面から記録する会計手法。自己検証機能を持ち、近代会計の基礎となっ

た。

ルカ・パチョーリ（Luca Pacioli）

1447年頃〜1517年。イタリアの数学者・フランシスコ会修道士。複式簿記を体系化し「会計の父」と呼

ばれる。

算術大全（Summa de Arithmetica）

1494年にヴェネツィアで出版されたパチョーリの主著。数学の百科全書であり、複式簿記の章が特に歴

史的意義を持つ。

貸借対照表（balance sheet）

企業の資産・負債・純資産を一覧にした財務諸表。「資産＝負債＋純資産」の等式は複式簿記の原理に

基づく。

ヴェネツィア式簿記

中世ヴェネツィアの商人が発展させた複式簿記の実務慣行。パチョーリはこれを理論的に整理し、印刷

物として普及させた。
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